
光
が
丘
の
人
口
は
今
年

12
名
増
加
し
て
２
万
８
４

４
９
（
男
34
人
減
少
　
女

46
人
増
加
）
世
帯
数
は
１

２
０
増
加
し
て
１
万
２
５

９
７
。

春
日
町
で
は
２
３
３
人

増
加
し
て
２
万
４
７
６
４

（
男
96
増
加
　
女
１
３
７

増
加
）
世
帯
数
96
増
加
で

１
万
１
８
２
０
。

高
松
１
３
５
人
増
加
し

て
１
万
７
０
８
３
（
男
74

増
加
　
女
61
増
加
）
世
帯

数
１
１
９
増
加
で
７
４
４

２
。

田
柄
19
人
増
加
（
男
56

人
減
少
　
女
75
人
増
加
）

世
帯
数
１
４
０
増
加
で
１

万
２
６
１
４
と
な
り
光
が

丘
地
区
で
１
番
。

旭
町
は
30
人
減
少
（
男

25
人
減
少
　
女
５
人
減

少
）
世
帯
数
24
増
加
。

土
支
田
１
７
７
人
増
加

（
男
90
人
女
87
人
増
加
）

世
帯
数
１
６
３
増
加
。

谷
原
、
１
０
０
人
増
加

（
男
41
人
女
59
人
増
加
）

世
帯
数
は
10
増
加
。

丁
目
別
の
推
移

光
が
丘
１
丁
目
世
帯
数

１
５
３
４
（
前
年
比
23
減
）

人
口
２
７
７
９
（
同
89
減
）

２
丁
目
２
６
４
９
（
同
48

増
）
人
口
５
９
９
３
（
56

増
）
３
丁
目
３
８
７
６

（
同
43
増
）
人
口
９
１
０

８
（
14
減
）
５
丁
目
１
５

７
０
（
20
増
）
人
口
３
４

９
６
（
同
38
増
）
６
丁
目

４
６
４
（
５
減
）
人
口
34

減
）
７
丁
目
２
５
０
４

（
37
増
）
世
帯
数
計
１
４

８
増
、
28
減
で
１
２
０
増

加
。春

日
町
１
丁
目
１
９
４

１
（
20
増
）
人
口
４
０
６

１
（
30
増
）
２
丁
目
２
１

０
９
（
34
増
）
人
口
４
５

０
５
（
64
増
）
３
丁
目
１

９
９
８
（
33
増
）
人
口
４

０
３
５
（
21
増
）
４
丁
目

２
０
７
３
（
37
増
）
人
口

４
３
５
２
（
67
増
）
５
丁

目
２
１
３
０
（
49
増
）
人

口
４
４
９
４
（
66
増
）
６

丁
目
１
５
６
９
（
12
増
）

人
口
３
３
１
７
（
15
増
）

計
世
帯
数
１
８
５
増
加
。

高
松
１
丁
目
１
３
６
５

（
前
年
比
48
増
）
人
口
２

８
７
５
（
同
81
増
）
２
丁

目
１
１
０
６
（
４
増
）
人

口
２
５
０
６
（
49
増
）
３

丁
目
１
１
６
９
（
６
減
）

人
口
３
０
８
０
（
28
減
）

４
丁
目
１
３
４
９
（
６
増
）

人
口
３
２
１
４
（
23
減
）

５
丁
目
１
１
９
１
（
35
増
）

人
口
２
５
７
３
（
４
増
）

６
丁
目
１
２
６
２
（
32
増
）

世
帯
数
１
１
９
増
加
。

田
柄
１
丁
目
２
２
３
５

（
48
増
）
人
口
４
９
１
７

（
56
増
）
２
丁
目
３
３
７

１
（
10
増
）
人
口
６
７
５

０
（
74
減
）
３
丁
目
２
４

１
３
（
５
増
）
人
口
６
０

８
４
（
57
減
）
４
丁
目
２

９
０
９
（
60
増
）
人
口
７

０
２
８
（
１
０
４
増
）
５

丁
目
１
６
８
６
（
17
増
）

人
口
４
０
０
４
（
10
減
）

世
帯
数
計
１
４
０
増
加
。

関
連
記
事
２
面

 

 

世
帯
数
は
全
町
で
増
加

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の
練
馬
区
町
丁
別
・
男
女
別
・

年
齢
別
人
口
一
覧
表
に
よ
る
と
、
区
全
体
の
人
口
は
71
万
４

６
５
６
（
前
年
比
３
４
４
４
増
加
）
そ
の
う
ち
男
性
35
万
０

２
９
４
（
同
１
２
０
０
増
加
）
女
性
36
万
４
３
６
２
（
同
２

２
４
４
増
加
）。
世
帯
数
は
35
万
０
７
３
２
（
同
３
６
３
６
増

加
）
し
た
。
本
紙
関
係
分
（
光
が
丘
・
春
日
町
・
高
松
・
田

柄
・
旭
町
・
土
支
田
・
谷
原
）
で
は
人
口
６
７
６
増
加
、
世
帯

数
６
２
７
増
加
し
た
。
中
で
も
世
帯
数
で
は
土
支
田
が
１
６
３

増
加
、
人
口
で
は
春
日
町
が
２
３
３
増
加
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。



【
光
が
丘
の
丁
目
別
男

女
別
人
口
】

１
丁
目
＝
２
７
７
９

（
男
１
２
８
５
　
女
１
４

９
４
）
２
丁
目
＝
５
９
９

３
（
男
２
７
３
０
　
女
３

２
６
３
）
３
丁
目
＝
９
１

０
８
（
男
４
３
４
７
　
女

４
７
６
１
）
５
丁
目
＝
３

４
９
６
（
男
１
５
９
１

女
１
９
０
５
）
６
丁
目
＝

１
１
１
４
（
男
１
５
９
１

女
１
９
０
５
）
７
丁

目
＝
５
９
５
９
（
男
２
８

８
０
　
女
３
０
７
９
）
計

２
万
８
４
４
９
（
男
１
万

３
３
３
８
　
女
１
万
５
１

１
１
）

【
各
年
代
の
男
女
別
人

口
】０

歳
代

１
丁
目
＝
１

２
５
（
男
65

女
60
）
２

丁
目
＝
４
０
６
（
男
２
２

０
　
女
１
８
６
）
３
丁

目
＝
７
０
８
（
男
３
４
４

女
３
６
４
）
５
丁
目
＝

２
０
７
（
男
１
０
３
　
女

１
０
４
）
６
丁
目
＝
64

（
男
33

女
31
）
７
丁
目
＝

４
８
０
（
男
２
５
４
　
女

２
２
６
）
計
１
９
９
０

（
男
１
０
１
９
　
女
９
７

１
）10

歳
代

１
丁
目
87

（
男
53

女
43
）
２
丁

目
＝
６
３
７
（
男
３
２
７

女
３
１
０
）
３
丁
目
＝
６

８
４
（
男
３
４
３
　
女
３

４
１
）
５
丁
目
＝
２
７
０

（
男
１
５
０
　
女
１
２
０
）

６
丁
目
＝
64
（
男
32

女

32
）
７
丁
目
＝
４
７
０

（
男
２
６
８
　
女
２
０
２
）

計
２
２
１
２
（
男
１
１
７

３
　
女
１
０
３
９
）

20
歳
代

１
丁
目
＝
２

０
１
（
男
93

女
１
０
８
）

２
丁
目
＝
５
８
１
（
男
３

１
３
　
女
２
６
８
）
３
丁

目
＝
９
０
４
（
男
４
３
７
　

女
４
６
７
）
５
丁
目
＝

２
８
８
（
男
１
４
５
　
女

１
４
３
）
６
丁
目
＝
１
２

０
（
男
54

女
66
）
７
丁

目
＝
６
２
６
（
男
３
３
５

女
２
９
１
）
計
２
７
２

０
（
男
１
３
７
７
　
女
１

３
４
３
）

30
歳
代
＝
１
丁
目
＝
３

９
５
（
男
２
１
８
　
女
１

７
７
）
２
丁
目
＝
６
３
７

（
男
３
１
５
　
女
３
２
２
）

３
丁
目
＝
１
１
４
７
（
男

５
７
１
　
女
５
７
６
）
５

丁
目
＝
３
９
３
（
男
１
８

３
　
女
２
０
９
）
６
丁

目
＝
97
（
男
50

女
47
）

７
丁
目
＝
７
８
１
（
男
３

７
５
　
女
４
０
６
）
計
３

４
４
９
（
男
１
７
１
２

女
１
７
３
７
）

40
歳
代
＝
１
丁
目
＝
３

２
８
（
男
１
６
０
　
女
１

６
８
）
２
丁
目
＝
７
９
２

（
男
３
７
０
　
女
４
２
２
）

３
丁
目
＝
１
１
８
７
（
男

５
７
４
　
女
６
１
３
）
５

丁
目
＝
４
１
２
（
男
１
８

６
　
女
２
２
６
）
６
丁

目
＝
１
３
０
（
男
52

女

78
）
７
丁
目
＝
７
６
７

（
男
３
６
８
　
女
３
９
９
）

計
３
６
１
６
（
男
１
７
１

０
　
女
１
９
０
６
）

50
歳
代
＝
１
丁
目
＝
２

７
４
（
男
１
１
９
　
女
１

５
５
）
２
丁
目
＝
７
９
１

（
男
３
１
６
　
女
４
７
５
）

３
丁
目
＝
１
４
１
２
（
男

６
４
５
　
女
７
６
７
）
５

丁
目
＝
４
２
０
（
男
１
７

５
　
女
２
４
５
）
６
丁

目
＝
１
４
９
（
男
61

女

88
）
７
丁
目
＝
９
１
７

（
男
４
０
４
　
女
５
１
３
）

計
３
６
９
３
（
男
１
７
２

０
　
女
２
２
４
３
）

60
歳
代
＝
１
丁
目
＝
５

９
１
（
男
２
６
７
　
女
３

２
４
）
２
丁
目
＝
１
０
８

６
（
男
４
７
１
　
女
６
１

５
）
３
丁
目
＝
１
６
５
４

（
男
８
４
０
　
女
８
１
４
）

５
丁
目
＝
７
３
８
（
男
３

３
６
　
女
４
０
２
）
６
丁

目
＝
２
３
３
（
男
１
１
７

女
１
１
６
）
７
丁
目
＝

１
０
４
２
（
男
４
９
７

女
５
４
５
）
計
５
３
４
４

（
男
２
５
２
８
　
女
２
８

１
６
）

70
歳
代
＝
１
丁
目
＝
５

６
５
（
男
２
４
０
　
女
３

２
５
）
２
丁
目
＝
７
１
８

（
男
２
８
５
　
女
４
３
３
）

３
丁
目
＝
９
０
１
（
男
４

０
８
　
女
４
９
３
）
５
丁

目
＝
５
０
９
（
男
２
３
２

女
２
７
７
）
６
丁
目
＝

１
７
４
（
男
73

女
１
０

１
）
７
丁
目
＝
６
０
０

（
男
２
８
０
　
女
３
２
０
）

計
３
４
６
７
（
男
１
５
１

８
　
女
１
９
４
９
）

80
歳
代
＝
１
丁
目
＝
１

８
８
（
男
66

女
１
２
２
）

２
丁
目
＝
２
８
５
（
男
１

０
０
　
女
１
８
５
）
３
丁

目
＝
４
５
４
（
男
１
７
０
　

女
２
８
４
）
５
丁
目
＝

２
２
７
（
男
77

女
１
５

０
）
６
丁
目
＝
71
（
男
28

女
43
）
７
丁
目
＝
２
３
２

（
男
86

女
１
４
６
）
計

１
４
５
７
（
男
５
２
７

女
９
３
０
）

90
歳
代
＝
１
丁
目
＝
23

（
男
３
　
女
20
）
２
丁

目
＝
59
（
男
13

女
46
）

３
丁
目
＝
56
（
男
14

女

42
）
５
丁
目
＝
33
（
男
４

女
29
）
６
丁
目
＝
12

（
男
５
　
女
７
）
７
丁
目
＝

43
（
男
13

女
30
）
計
２

２
６
（
男
52

女
１
７
４
）

１
０
０
歳
代
＝
１
丁

目
＝
２
（
男
１
　
女
１
）

２
丁
目
＝
女
１
　
３
丁

目
＝
男
１
　
５
丁
目
＝
０

６
丁
目
＝
０
　
７
丁

目
＝
女
１
　
計
５
（
男
２
　

女
３
）

合
計
２
万
８
４
４
９

（
男
１
３
３
３
８
　
女
１

５
１
１
１
）

前島　密

十和田八幡平フジ ヤマブキ

サクラソウニホンカモシカキタキツネニホンジカ

トキニホンザルシマリス

日本郵便切手が一斉に変更になるのは初

めてのこと。１円切手の前島　密は変わら

ないが、NIPONの場所が統一された。

富士図

前島　密（まえじま　ひそか） 旧暦天保6年1月7日（新暦

1835年2月4日）生誕、1919（大正8）年4月27日没。日本の

官僚、政治家。号は「鴻爪（こうそう）」。日本の近代郵便制

度の創設者の一人。「郵便」や「切手」、「葉書」という名称を

定めた。その功績から「郵便制度の父」と呼ばれている。

男
性
最
多
は
64
歳
３
１
６
名

女
性
は
65
歳
３
５
２
名

１
面
か
ら
の
続
き

旭
町
１
丁
目
１
８
４
１

（
39
増
）
人
口
４
２
３
０

（
41
増
）
２
丁
目
２
４
４

９
（
15
減
）
人
口
４
４
２

４
（
52
減
）
３
丁
目
２
１

５
８
（
同
）
人
口
４
１
４

２
（
19
減
）
世
帯
数
計
24

増
加
。

土
支
田
１
丁
目
１
４
５

６
（
29
増
）
人
口
３
４
３

５
（
33
増
）
２
丁
目
１
０

６
０
（
56
増
）
人
口
２
３

８
４
（
68
増
）
３
丁
目
１

６
３
７
（
35
増
）
人
口
３

９
２
３
（
11
増
）
４
丁
目

１
３
９
５
（
43
増
）
人
口

３
３
３
４
（
65
減
）
世
帯

数
計
１
６
３
増
加
。

谷
原
１
丁
目
８
４
９

（
17
増
）
人
口
１
８
４
８

（
47
増
）
２
丁
目
７
６
４

（
18
減
）
人
口
１
７
２
５

（
36
減
）
３
丁
目
８
１
０

（
５
増
）
人
口
２
０
３
２

（
38
増
）
４
丁
目
６
７
１

（
18
増
）
人
口
１
７
８
７

（
60
増
）
５
丁
目
１
１
７

９
（
12
減
）
人
口
２
７
５

１
（
22
増
）
６
丁
目
９
３

０
（
18
減
）
人
口
２
１
７

７
（
31
減
）
世
帯
数
計
８

増
加
。

百
寿
者
は
５
名

男
性
２
名

女
性
３
名



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
二
十
日
（
金
）
ク
ラ

ブ
活
動
◇
二
十
六
日
（
木
）

六
年
生
を
送
る
会
。
お
別

れ
会
食
会
・
遊
び
◇
三
月

二
日
（
月
）
五
・
六
年
保

護
者
会
◇
三
日
（
火
）
六

年
卒
業
感
謝
の
会

【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
二
十
日
（
金
）
縦
割

り
班
活
動
◇
二
十
三
日

（
月
）
四
組
保
護
者
会
◇

二
十
四
日
（
火
）
一
・
二

年
保
護
者
会
◇
二
十
五
日

（
水
）
ク
ラ
ブ
発
表
会
◇

二
十
六
日
（
木
）
誕
生
日

給
食
。
ク
ラ
ブ
活
動
。
三

年
ク
ラ
ブ
見
学
◇
二
十
七

日
（
金
）
五
・
六
年
保
護

者
会
◇
三
月
二
日
（
月
）

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
三

日
（
火
）
四
組
消
費
学
習

◇
四
日
（
水
）
六
年
生
を

送
る
会
。
お
別
れ
給
食

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
二
十
日
（
金
）
ク
ラ

ブ
活
動
。
三
年
ク
ラ
ブ
見

学
◇
二
十
五
日
（
水
）
六

年
卒
業
を
祝
う
会
◇
二
十

七
日
（
金
）
ク
ラ
ブ
活
動

◇
三
月
二
日
（
月
）
安
全

指
導
◇
三
日
（
火
）
一
・

三
・
五
年
保
護
者
会

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
二
十
三
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
六
日

（
木
）
授
業
公
開
。
四
・

五
・
六
年
保
護
者
会
◇
二

十
七
日
（
金
）
授
業
公
開
。

一
・
二
・
三
年
保
護
者
会

◇
三
月
三
日
（
火
）
六
年

生
を
送
る
会
。
な
か
よ
し

班
給
食
◇
四
日
（
水
）
安

全
指
導

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
二
十
三
日
（
月
）
六

年
ス
ケ
ー
ト
教
室
◇
二
十

六
日
（
木
）
委
員
会
活
動

◇
二
十
七
日
（
金
）
六
年

生
を
送
る
会
。
二
・
四
・

六
年
保
護
者
会
◇
三
月
三

日
（
火
）
一
・
三
・
五
年

保
護
者
会
◇
四
日
（
水
）

安
全
指
導

【
赤
塚
新
町
小
】

◇
二
十
三
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
五
日

（
水
）
保
護
者
会
◇
二
十

八
日
（
土
）
六
年
生
を
送

る
会
◇
三
月
二
日
（
月
）

委
員
会
活
動
◇
四
日
（
水
）

巣
立
ち
の
会
。
安
全
指
導

【
田
柄
小
】

◇
二
十
日
（
金
）
ク
ラ

ブ
活
動
◇
二
十
六
日
（
木
）

四
・
五
・
六
年
保
護
者
会

◇
二
十
七
日
（
金
）
六
年

生
を
送
る
会
。
委
員
会
活

動
◇
三
月
三
日
（
火
）

一
・
二
・
三
年
保
護
者
会

◇
四
日
（
水
）
六
年
卒
業

を
祝
う
会

【
田
柄
第
二
小
】

◇
二
十
四
日
（
火
）
委

員
会
活
動
◇
二
十
六
日

（
木
）
五
・
六
年
保
護
者

会
◇
二
十
七
日
（
金
）

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
三

月
二
日
（
月
）
ク
ラ
ブ
活

動
◇
四
日
（
水
）
六
年
生

を
送
る
会

【
練
馬
小
】

◇
二
十
四
日
（
火
）
六

年
生
を
送
る
会
。
五
・
六

年
保
護
者
会
◇
二
十
六
日

（
木
）
一
・
二
年
保
護
者

会
◇
二
十
七
日
（
金
）

三
・
四
年
保
護
者
会
。
五

年
中
学
授
業
・
部
活
動
体

験
◇
三
月
二
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
三
日
（
火
）

感
謝
の
会
◇
四
日
（
水
）

安
全
指
導

【
高
松
小
】

◇
二
十
五
日
（
水
）
委

員
会
活
動
◇
二
十
六
日

（
木
）
六
年
生
を
送
る
会

◇
三
月
三
日
（
火
）
卒
業

を
祝
う
会
◇
四
日
（
水
）

安
全
指
導
。
ク
ラ
ブ
活
動

【
北
原
小
】

◇
二
十
日
（
金
）
避
難

訓
練
◇
二
十
三
日
（
月
）

ク
ラ
ブ
活
動
◇
二
十
七
日

（
金
）
六
年
生
を
送
る
会
。

交
流
給
食
◇
三
月
二
日

（
月
）
委
員
会
活
動
◇
三

日
（
火
）
避
難
訓
練
。
五

年
保
護
者
会
◇
四
日
（
水
）

巣
立
ち
の
会
。
六
年
保
護

者
会【

豊
溪
小
】

◇
二
十
日
（
金
）
縦
割

班
遊
び
◇
二
十
四
日
（
火
）

五
・
六
年
保
護
者
会
◇
二

十
五
日
（
水
）
縦
割
班
給

食
◇
二
十
六
日
（
木
）

三
・
四
年
保
護
者
会
◇
二

十
七
日
（
金
）
一
・
二
年

保
護
者
会
◇
三
月
二
日

（
月
）
委
員
会
活
動
◇
三

日
（
火
）
六
年
生
を
送
る

会
。
安
全
指
導
◇
四
日

（
水
）
六
年
卒
業
の
会

【
旭
町
小
】

◇
二
十
三
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
四
日

（
火
）
六
年
生
を
送
る
会
。

お
別
れ
給
食
会
◇
二
十
六

日
（
木
）
一
・
二
・
三
年

保
護
者
会
◇
二
十
七
日

（
金
）
四
・
五
・
六
年
保

護
者
会
◇
三
月
二
日
（
月
）

委
員
会
活
動

【
成
増
小
】

◇
二
十
一
日
（
土
）
六

年
生
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
◇

二
十
三
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
。
三
年
ク
ラ
ブ
見
学

◇
二
十
四
日
（
火
）
六
年

校
外
学
習
◇
二
十
六
日

（
木
）
一
・
二
・
六
年
保

護
者
会
。
四
年
歯
と
口
の

健
康
教
室
◇
二
十
七
日

（
金
）
六
年
生
を
送
る
会
。

に
じ
色
班
給
食
・
遊
び
◇

三
月
二
日
（
月
）
委
員
会

活
動
◇
四
日
（
水
）
安
全

指
導
。
三
・
四
・
五
年
保

護
者
会
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
二
十
四
日
（
火
）
〜

二
十
六
日
（
木
）
一
・
二

年
期
末
考
査
◇
二
十
五
日

（
水
）
〜
二
十
六
日
（
木
）

三
年
期
末
考
査
◇
三
月
二

日
（
月
）
〜
五
日
（
木
）

二
年
ス
キ
ー
移
動
教
室

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
二
十
六
日
（
木
）
〜

二
十
七
日
（
金
）
期
末
考

査
【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
二
十
日
（
金
）
避
難

訓
練
◇
二
十
五
日
（
水
）

〜
二
十
七
日
（
金
）
学
年

末
考
査
◇
三
月
二
日
（
月
）

安
全
指
導
。
Ｆ
組
お
別
れ

会
◇
四
日
（
水
）
〜
六
日

（
金
）
展
示
発
表
会

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
二
十
四
日
（
火
）

一
・
二
年
実
技
学
年
末
考

査
◇
二
十
五
日
（
水
）
〜

二
十
六
日
（
木
）
学
年
末

考
査
◇
三
月
二
日
（
月
）

安
全
指
導
◇
二
日
（
火
）

二
年
校
外
学
習

【
田
柄
中
】

◇
二
十
五
日
（
水
）
〜

二
十
七
日
（
金
）
学
年
末

考
査【

練
馬
中
】

◇
二
十
六
日
（
木
）
五

組
校
外
学
習
◇
二
十
六
日

（
木
）
〜
二
十
七
日
（
金
）

学
年
末
考
査
◇
二
十
七
日

（
金
）
小
学
生
体
験
授

業
・
部
活
◇
三
月
三
日

（
火
）
安
全
指
導

【
練
馬
東
中
】

◇
二
十
三
日
（
月
）
二

年
振
替
休
日
◇
二
十
三
日

（
月
）
〜
二
十
五
日
（
水
）

一
年
定
期
考
査
◇
二
十
五

日
（
水
）
〜
二
十
六
日

（
木
）
三
年
定
期
考
査

【
谷
原
中
】

◇
二
十
三
日
（
月
）
Ｆ

組
振
替
休
日
◇
二
十
四
日

（
火
）
〜
二
十
七
日
（
金
）

二
年
ス
キ
ー
移
動
教
室
◇

二
十
六
日
（
木
）
〜
二
十

七
日
（
金
）
三
年
学
年
末

考
査
◇
三
月
四
日
（
水
）

三
年
伝
統
文
化
体
験
。
避

難
訓
練

【
豊
渓
中
】

◇
二
十
五
日
（
水
）
〜

二
十
七
日
（
金
）
二
年
期

末
考
査
◇
二
十
六
日
（
木
）

〜
二
十
七
日
（
金
）
三
年

期
末
考
査
◇
二
十
七
日

（
金
）
避
難
訓
練

【
八
坂
中
】

◇
二
十
日
（
金
）
避
難

訓
練
◇
二
十
五
日
（
水
）

〜
二
十
七
日
（
金
）
一
・

二
年
期
末
考
査
◇
二
十
六

日
（
木
）
〜
二
十
七
日

（
金
）
三
年
期
末
考
査

【
光
丘
高
】

◇
三
月
三
日
（
火
）
〜

六
日
（
金
）
学
年
末
考
査

【
練
馬
高
】

◇
三
月
四
日
（
水
）
〜

九
日
（
月
）
学
年
末
考
査

【
田
柄
高
】

◇
二
十
八
日
（
土
）
ミ

ニ
説
明
会
◇
三
月
二
日

（
月
）
〜
五
日
（
木
）
学

年
末
考
査
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水
仙
が
無
料
で
見
ら
れ
る

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
の
ニ
ホ
ン
ズ
イ
セ
ン
等

が
赤
塚
植
物
園
（
赤
塚
５
ー
17
ー
14
）

で
４
月
中
旬
頃
ま
で
見
ら
れ
る
。
休
園
日

毎
週
月
・
第
１
・
３
・
５
火

曜
日
（
月
・
火
が
祝
日
の
場

合
は
直
後
の
平
日
）

○

○

 

 



飯
綱
山
陶
房
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
決
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
好
き
な
も

の
を
作
陶
で
き
る
。
電
動

ロ
ク
ロ
ま
た
は
手
び
ね
り

「
作
り
」
で
「
施
釉
（
絵

付
）」
を
お
こ
な
う
。

初
心
者
か
ら

上
級
者
ま
で
２

人
の
陶
芸
作
家

が
丁
寧
に
指
導

し
て
い
る
。

屋
敷
森
に
囲

ま
れ
た
静
か
な

環
境
の
陶
芸
教

室
で
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
器
を
創

る
と
、
人
生
に

深
み
が
増
す
。

１
歳
時
か
ら
中
学
三
年

ま
で
の
年
齢
別
ク
ラ
ス
で

テ
キ
ス
ト
や
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
方
式
を
導
入
。
無
理
な

く
自
然
に
上
達
で
き
る
の

で
続
け
る
ほ
ど
に
「
英
語

大
好
き
」
キ
ッ
ズ
に
育
つ
。

英
語
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
心
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
る
外
国
人
教

師
と
、
き
め
細
や
か
な
配

慮
で
子
ど
も
の
英
語
力
を

効
果
的
に
伸
ば
し
て
い
く

日
本
人
講
師
が
い
る
。

達
成
感
や
自
信
を
得
る

た
め
英
検
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

Ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ
テ
ス
ト
等

の
英
語
資
格
を
積
極
的
に

導
入
。

小
三
か
ら
小
六
対
象
に

イ
ー
オ
ン
と
旺
文
社
が
共

同
開
発
し
た
新
文
法
教
材

は
、
小
学
三
・
四
年
で
英

検
４
級
レ
ベ
ル
、
同
五
・

六
年
で
同
３
級
レ
ベ
ル
の

文
法
事
項
に
対
応
。
英
会

話
ク
ラ
ス
と
一
緒
の
受
講

で
飛
躍
的
な
上
達
が
期
待

で
き
る
。

保
護
者
に
レ
ッ
ス
ン
の

様
子
を
報
告
。
授
業
参
観

や
保
護
者
面
談
も
設
け
て

い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利

用
し
て
、
珠
算
・
暗
算
の

基
本
指
導
を
し
た
り
、

『
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
』『
イ

メ
ー
ジ
暗
算
』
『
か
け
算

九
九
』
な
ど
、
小
さ
な
子

ど
も
で
も
無
理
な
く
楽
し

く
練
習
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

【
特
徴
】

①
基
本
・
初
級
の
段
階

で
は
、
個
人
指
導
で
子
ど

も
の
能
力
に
応
じ
た
指
導

を
心
が
け
て
い
る
。

②
授
業
開
始
時
間
・
終

了
時
間
は
、
厳
守
し
て
い

る
の
で
、
お
迎
え
の
待
ち

時
間
が
な
い
。

③
週
１
回
の
練
習
で
も

可
能
な
の
で
、
都
合
の
良

い
日
を
選
ぶ
事
が
出
来

る
。④

一
年
以
上
習
っ
た
子

ど
も
に
は
、
算
数
嫌
い
・

算
数
が
苦
手
と
言
う
人

は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
い
な

く
な
る
。
む
し
ろ
、
得
意

と
す
る
子
ど
も
が
多
く
な

る
。⑤

３
級
以
上
の
検
定
試

験
で
は
、
東
京
商
工
会
議

所
主
催
の
試
験
を
受
験
し

て
い
る
の
で
、
資
格
取
得

に
も
役
立
つ
。

毎
月
20
日
頃
か
ら
月
末

ま
で
は
、
無
料
体
験
学
習

を
行
っ
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
は
老
若
男
女
誰

で
も
が
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
楽
し
め
る
希
有
な
特
性

を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

る
。
世
代
を
超
え
た
交
流

が
で
き
る
。

あ
る
程
度
の
年
齢
か
ら

始
め
て
も
自
分
の
力
量
に

合
わ
せ
て
楽
し
む
事
が
で

き
る
。
２
０
１
６
年
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
正
式
種
目
に
採
用

さ
れ
、
誰
も
が
親
し
み
を

持
て
る
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
今
後
は
生

涯
を
通
じ
、
気
軽
に
か
つ

継
続
的
に
触
れ
ら
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
に
な
っ
て
い
く
。

七
海
ゴ
ル
フ
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
健
康
維
持
・
増

進
を
は
か
り
、
家
族
・
地

域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
ひ
ろ
げ
、
新

た
な
生
き
が
い
の
ゴ
ル
フ

を
楽
し
む
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
を
目
指
し
て
い
る
。

１
９
７
４
（
昭
和
49
）

年
に
創
立
し
た
田
柄
５
丁

目
の
南
部
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

は
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
６
月
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

を
新
築
し
、
翌
８
月
に
は

ス
ク
ー
ル
コ
ー
ト
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。

【
指
導
方
法
】

一
人
一
人
に
き
め
細
か

く
、
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
、
い
つ
の
間
に
か
上
達

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。

５
歳
か
ら
80
歳
代
の
方

ま
で
が
元
気
に
通
っ
て
い

る
。【

特
典
】

３
月
１
日
よ
り
３
月
28

日
ま
で
に
入
会
す
る
と
①

入
会
金
３
０
０
０
円
が
無

料
②
初
回
の
１
期
間
分
２

か
月
の
受
講
料
が
半
額
③

５
歳
〜
高
三
入
会
者
は
最

初
の
１
期
間
受
け
放
題
。

春
休
み
10
日
間
短
期
コ

ー
ス
は
、
３
月
25
日
よ
り

４
月
13
日
の
う
ち
通
常
レ

ッ
ス
ン
を
10
日
間
受
講
で

き
る
。
対
象
５
歳
〜
小
三

１
万
円
、
小
四
〜
高
三
１

万
２
０
０
０
円
。

 

◆
キ
ッ
ズ
ア
ス
リ
ー
ト

対
象
は
、
４
〜
６
歳
、

一
・
二
年
生
、
三
〜
六
年

生
、
運
動
能
力
を
引
き
出

す
ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
る
。

◆
キ
ッ
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ

対
象
は
、
幼
児
か
ら
中

学
生
ま
で
。
幼
児
は
水
な

れ
か
ら
浮
き
身
・
背
泳
ぎ

を
。
小
・
中
学
生
は
水
な

れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳

ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ

イ
・
４
種
矯
正
を
行
う
。

◆
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

５
・
６
歳
児
、
初
め
て

①
ボ
ー
ル
慣
れ
②
グ
ラ
ン

ド
ス
ト
ロ
ー
ク
③
ラ
リ
ー

練
習
。
小
学
一
年
生
か
ら

三
年
生
は
①
②
③
と
サ
ー

ブ
、
ゲ
ー
ム
練
習
を
行
う
。

小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生

は
基
本
か
ら
応
用
を
、
グ

ラ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ク
、
サ

ー
ブ
、
ボ
レ
ー
、
ゲ
ー
ム

を
行
う
。

全
ス
ク
ー
ル
新
一
年
生

は
小
学
生
ク
ラ
ス
に
て
受

講
。



【
特
徴
】

①
多
彩
な
コ
ー
ス
と
ス

ン
形
態

１
歳
か
ら
大
人
向
け
ま

で
、
英
会
話
・
英
検(

準
会

場
校)

・
学
校
の
試
験
対

策
・
受
験
対
策
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
・
旅
行
英
会
話
、
そ

の
他
諸
々
の
コ
ー
ス
を
、

グ
ル
ー
プ
・
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
セ
ミ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

レ
ッ
ス
ン
形
態
か
ら
選
べ

る
。②

ま
っ
た
く
英
語
が
初

め
て
の
方
の
ク
ラ
ス
有
り

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
最

初
は
ま
っ
た
く
初
め
て
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
。
少
人
数

制
の
ク
ラ
ス(

定
員
６
名
ま

で)

、
先
生
が
１
人
ひ
と
り

に
細
心
の
注
意
を
は
ら
い

な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
を
進
め

て
い
る
。

75
歳
以
上
の
生
徒
も
大

勢
通
っ
て
い
る
。

③
ク
ラ
ス
内
容
を
自
由

に
ア
レ
ン
ジ

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
セ
ミ

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン

は
、
生
徒
が
必
要
な
英
語

を
集
中
的
に
学
ん
で
い
け

る
。
海
外
旅
行
・
海
外
勤

務
・
留
学
先
で
英
語
を
話

す
時
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
想
定
し
た
レ
ッ
ス

ン
、
受
験
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
・
英
検
等
の
資
格
対

策
、
日
常
英
会
話
な
ど
多

く
の
場
面
を
想
定
し
、
先

生
と
生
徒
が
話
し
合
い
、

ク
ラ
ス
内
容
を
自
由
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
い
る
の
で
愉

し
み
な
が
ら
し
っ
か
り
と

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。鳥

居
三
矩
（
自
称
７
段

格
）
は
、
囲
碁
教
室
を
始

め
て
約
８
年
、
囲
碁
の
楽

し
さ
、
特
に
初
級
の
方
が

中
級
上
級
を
め
ざ
し
向
上

す
る
の
を
手
伝
い
、
喜
び

を
感
じ
て
い
る
。

教
室
は
、
ア
マ
の
高
段

者
が
、
メ
ン
バ
ー
各
位
と

研
究
、
討
論
を
行
い
、
ア

マ
感
覚
で
相
手
の
力
量
に

合
わ
せ
る
。
性
格
を
考
慮
。

丁
寧
で
個
人
指
導
的
な
研

究
会
を
目
的
と
し
て
い

る
。囲

碁
が
解
ら
な
い
方
、

進
歩
が
止
ま
っ
た
と
思
う

方
、
向
上
心
の
あ
る
方
、

無
料
見
学
に
。
生
徒
と
指

導
者
と
の
自
然
の
ふ
れ
あ

い
の
な
か
で
囲
碁
を
覚
え

て
、
脳
を
活
性
化
し
、
社

会
生
活
を
充
実
さ
せ
、
教

養
を
高
め
、
人
生
を
楽
し

ん
で
い
る
。

午
前
中
は
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ス
で
入
門
者
か
ら
初
級

〜
中
級
（
10
級
〜
３
級
）

を
。
午
後
は
上
級
か
ら
４

段
位
が
中
心
に
有
段
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。
原
則

と
し
て
、
ア
マ
６
〜
７
段

の
方
は
、
無
料
で
指
導
者

の
仲
間
に
。

【
特
色
】

①
講
師
は
英
米
人
女
性

専
任
講
師
の
み
。

②
豊
富
な
レ
ベ
ル
別
ク

ラ
ス
で
対
応
。

③
年
間
レ
ッ
ス
ン
数
48

回
。
祝
日
や
病
欠
の
無
料

振
替
を
し
て
い
る
。

④
イ
ベ
ン
ト
に
無
料
で

参
加
で
き
る
。

【
指
導
方
針
】

①
英
語
を

話
す
た
め
に

は
、
「
英
語

の

聴

け

る

耳
」
が
絶
対

に

必

要

。

「
そ
の
耳
を

創

れ

る

の

は
」
英
米
人

の

先

生

だ

け
。
ベ
ル
グ

レ
イ
ヴ
・
イ

ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
ス
ク
ー

ル
は
優
し
く
知
性
あ
ふ
れ

る
英
米
人
女
性
の
先
生
が

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
Ａ
か
ら
始
め

る
。②

英
米
人
先
生
が
、

「
耳
で
聴
い
た
こ
と
ば
は

正
確
に
綴
れ
、
目
で
見
た

こ
と
ば
は
、
英
米
人
と
同

じ
発
音
で
読
め
る
よ
う

に
」
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
指

導
も
し
て
い
る
。

【
ベ
ル
グ
レ
イ
ヴ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ

レ
ス
ク
ー
ル
併
設
】

①
ア
メ
リ
カ
の
プ
レ
ス

ク
ー
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
指
導
。

②
月
〜
金
、
週
１
〜
週

５
ま
で
選
択
可
能
。
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
ま
で
。

【
特
色
】

◎
生
徒
た
ち
が
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
、
楽
し
く
英
語
を
学
べ

る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

◎
幼
児
、
小
学
生
は
テ

キ
ス
ト
以
外
に
Ｂ
Ｂ
カ
ー

ド
を
ク
ラ
ス
で
使
用
。
ゲ

ー
ム
の
形
式
で
、
楽
し
み

な
が
ら
64
枚
の
カ
ー
ド
の

英
語
が
自
然
に
身
に
付
く

よ
う
に
指
導
を
す
る
。

◎
Ｂ
Ｂ
カ
ー
ド
は
、
中

学
生
で
学
習
す
る
文
例
が

す
べ
て
組
み
込
ま
れ
64
枚

の
カ
ー
ド
で
、
中
学
の
学

校
英
語
に
匹
敵
す
る
英
語

力
、
会
話
力
が
身
に
付
く
。

【
指
導
方
針
】

◎
「
子
ど
も
達
に
一
言

で
も
多
く
の
英
語
を
話
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う

気
持
で
、
レ
ッ
ス
ン
に

色
々
と
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。

◎
日
本
人
に
は
苦
手
な

発
音
も
丁
寧
に
指
導
す

る
。◎

中
学
生
、
高
校
生
は

完
全
個
人
レ
ッ
ス
ン
。
生

徒
の
通
学
し
て
い
る
学
校

の
教
科
書
を
使
用
し
、
生

徒
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
教

え
る
。

◎
英
語
が
苦
手
な
生
徒

に
も
、
教
師
歴
25
年
の
経

験
を
活
か
し
、
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
指
導
す
る
。

◎
「
学
校
の
英
語
の
成

績
が
上
が
っ
た
」、「
英
語

が
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
、

当
教
室
に
通
っ
た
生
徒
に

喜
ば
れ
て
い
る
。

h
ttp
://w

w
w
.h
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a
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h
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u
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/

に
掲
載 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

初
心
者
か
ら
師
範
取
得

ま
で
責
任
を
も
っ
て
個
人

指
導
を
す
る
。
漢
字
・
か

な
は
古
典
・
古
筆
が
主

に
、
希
望
者
に
は
実
用
書

道
（
宛
名
書
き
、
祝
儀
袋

表
書
き
な
ど
）
も
教
え
て

も
ら
え
る
。

指
導
講
師
は
、
全
日
本

書
芸
文
化
院
常
任
理
事

吉
川
伯
雲
。

小
・
中
学
生
の
部
か
ら

高
校
・
一
般
の
部
が
あ

り
、
月
・
木
曜
日
の
10
時

か
ら
20
時
、
月
３
回
。

落
ち
つ
い
た
日
本
家
屋

で
正
座
し
て
お
稽
古
。

無
料
体
験
、
入
門
随
時

実
施
中
。

小
曲
か
ら
古
典
ま
で
懇

切
丁
寧
に
日
本
の
伝
統
文

化
の
日
本
舞
踊
が
初
歩
か

ら
学
べ
る
。

初
心
者
に
は
、
立
ち
姿
、

姿
勢
、
歩
き
方
、
扇
子
の

持
ち
方
、
着
物
の
着
付
け

方
を
、
子
ど
も
に

は
行
儀
、
挨
拶
の

仕
方
、
躾
も
教
え

る
。稽

古
日
は
水
・

土
曜
日
13
時
か

ら
20
時
。

指
導
は
、
藤
間

流
、
勘
右
衛
門
派

藤
間
菊
哉
、
藤
間

菊
李
。

無
料
体
験
、
入

門
随
時
実
施
中
。



 

ご協力のお願い

平成27年3月29日（日）練馬こぶ

しハーフマラソンの開催に伴い、交

通規制を実施する。規制時間内は、

コース内の立ち入りや横断ができな

い場合があるので注意。

交通規制および迂回路については、

現場の警備員・係員の指示に。大会

当日は、午前7時から11時（予定）

までの間、一部の路線バスが運休、

迂回運行となる。詳細は、3月上旬

以降に大会公式ホームページ等で。

大会全般に関するお問い合わせ
練馬こぶしハーフマラソン実行

委員会事務局　練馬区役所内シテ

ィマラソン担当課内（本庁舎11階）

豊玉北6-12-1 ☎5984-3555

田柄自転車駐車場が有料に
田柄5-27-7の無料駐輪場が、4月1日から有料になる。駐輪時間は2時

間まで無料だが以降は8時間100円、原動機付自転車は2時間無料、8時

間200円。定期で利用する場合は、2月27日までにハガキで①田柄自転

車駐車場②住所③氏名（ふりがな）④電話番号⑤一般・学生・免除（生

活保護受給、身体障害者手帳と愛の手帳・精神障害者保健福祉手帳を持

っている）⑥自転車の種類（一般・電動・チャイルド付きなど）⑦現在

使用している自転車駐車場（ある方のみ）を記入して〒176-0012 豊

玉北5-29-8 （公財）練馬区環境まちづくり公社　☎3993-8011

定期利用（口座振替）1か月一般1500円、学生1100円。3か月一般

4200円、学生3100円。6か月一般7200円、学生5200円。



▽
印
刷
室
　
お
ー
ぷ
れ

す
（
５
丁
目
）
＝
お
客
様

の
あ
り
が
と
う
を
聞
き
た

く
て
迅
速
・
丁
寧
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
便
利
と
安
心
を

届
け
て
く
れ
る
。
チ
ラ

シ
・
名
刺
・
ハ
ガ
キ
・
封

筒
・
伝
票
・
印
刷
・
カ
タ

ロ
グ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
Ｔ

シ
ャ
ツ
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
賞

品
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら

印
刷
全
般
を
た
の
め
る
。

価
格
は
名
刺
・
片
面
黒
１

色
、
原
稿
作
制
代
を
除
き

１
０
０
枚
８
６
４
円
か

ら
。
封
筒
長
３
黒
１
色

（
同
）
１
０
０
０
枚
８
６

４
０
円
か
ら
等
。

営
業
時
間
、
月
〜
土
曜

９
時
〜
18
時
。

Tel
（
５
８
４
８
）
９
８
０
７

▽
北
豊
島
園
自
動
車
学

校
（
４
丁
目
）
＝
３
月
末

日
ま
で
直
接
入
校
す
る
と

ワ
ク
ド
キ
免
活
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
中
な
の
で
技
能
・
検

定
オ
ー
バ
ー
分
が
無
料
保

証
で
税
抜
26
万
２
７
６
０

円
で
Ｏ
Ｋ
。
入
校
特
典
は

①
か
ら
③
ま
で
の
中
か
ら

１
点
選
べ
る
。
学
生
＆
22

歳
以
下
の
方
①
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
ペ
ア
チ
ケ
ッ

ト
②
１
万
７
０
０
０
円
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
③
規
定

時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
も

追
加
料
金
０
円
＋
プ
ラ
チ

ナ
コ
ー
ス
優
先
予
約
が
。

23
歳
以
上
の
方
は
①
同
か

５
０
０
０
円
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
②
同
③
同
。

同
日
２
名
以
上
で
入
校

の
場
合
、
普
通
車
だ
と
５

０
０
０
円
の
グ
ル
メ
カ
ー

ド
。
同
二
輪
車
で
は
３
０

０
０
円
（
同
）。

Tel
（
３
９
９
０
）
１
１
７
６

 最
大
１
万
７
０
０
０
円
が
バ
ッ
ク

▽
㈱
ル
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

も
て
な
し
隊
！
（
２
丁

目
）
＝
買
物
サ
ー
ポ
ー
ト

は
元
気
生
活
を
維
持
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
。
高
齢

者
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
買
い
た
い
も
の
が
ど

こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い

時
、
指
定
の
品
物
を
買
っ

て
き
て
欲
し
い
、
産
地
直

送
の
物
を
取
り
寄
せ
て
も

ら
い
た
い
な
ど
を
15
分
８

４
０
円
で
た
の
め
る
。
１

回
の
サ
ー
ビ
ス
は
30
分
か

ら
だ
が
こ
の
記
事
持
参
の

方
は
15
分
が
無
料
に
な

る
。
但
し
、
ス
タ
ッ
フ
の

現
地
（
自
宅
等
）
ま
で
の

移
動
時
間
は
料
金
に
含
ま

な
い
。
実
際
に
か
か
る
時

間
は
面
談
の
う
え
適
切
な

サ
ポ
ー
ト
を
気
持
ち
よ
く

提
案
し
て
く
れ
る
。
定
期

依
頼
の
場
合
は
割
引
も
あ

る
。

Tel
０
１
２
０
（
５
５
６
）
０

６
７

買
物
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
気
軽
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
印
刷
が
た
の
め
る

田遊びは、毎年2月（旧暦の1月）11日、徳丸北野神社（板橋区徳丸6-34）
春季大祭で、夜間に奉納されるもの。当日は、早朝から保存会員が集まり
「田遊び」の道具を作製。境内に笹竹を立て、夜の祭りがとり行われる二間
（約4メートル）四方の「もがり（祭庭）」をつくり本祭に向け警備を整えた。
午後6時頃から始まった夜の祭りでは、もがりの中央に大太鼓を置き、こ
れを田んぼに見立て、「苗代づくり」「田植え」「草取り」「稲刈り」など一年
間の農作業を唱えることばと所作によって表現し、五穀豊穣と子孫繁栄を祈
願した。もがりの周囲には約400人が来場。平板でつくった牛の面を顔にか
ざした会員が太鼓の周囲をまわって田をならす作業を表現する所作や、夫婦
が抱き合いながら歩く仕草で五穀豊穣を表現する所作、稲の苗に見立てた
「早乙女」役の男の子を太鼓の上で高くほうり上げる田植えを表す所作、太
鼓に種ざるや稲わらで作った人形「よねほう」を積み上げ収穫を表現する所
作などが披露された。

国指定重要無形民族文化財の田遊び



《
事
例
》
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
「
情
報
コ
ン
テ
ン

ツ
の
利
用
料
を
滞
納
し
て

い
る
。
放
置
す
る
と
法
的

措
置
に
移
行
す
る
が
、
今

な
ら
和
解
が
で
き
る
か
ら

連
絡
を
す
る
よ
う
に
」
と

い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た

が
、
心
当
た
り
が
な
い
。

▽
ア
ド
バ
イ
ス
＝
連
絡

を
す
る
と
料
金
請
求
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
個
人
情

報
を
伝
え
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
連
絡
を
し

な
い
。
連
絡
を
し
た
結
果
、

次
々
に
高
額
請
求
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

《
事
例
》
パ
ソ
コ
ン
で

無
料
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

接
続
し
て
し
ま
い
、「
18

歳
以
上
か
」
と
い
う
質
問

に
「
は
い
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
た
ら
、
登
録
完
了
と
な

り
９
万
円
支
払
っ
て
下
さ

い
と
い
う
画
面
が
出
た
。

▽
ア
ド
バ
イ
ス
＝
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
に
接
続
し
た

き
っ
か
け
に
は
、
タ
レ
ン

ト
や
動
画
を
検
索
し
て
い

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
リ
ン
ク
先

を
見
よ
う
と
し
た
、
ブ
ロ

グ
を
再
生
し
よ
う
と
し
た

な
ど
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
接
続
す
る
つ
も
り
の
な

か
っ
た
場
合
も
あ
る
。

「
退
会
は
こ
ち
ら
」「
誤
作

動
の
方
は
こ
ち
ら
」
な
ど

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
、
電

話
を
求
め
ら
れ
、
結
局
料

金
を
請
求
さ
れ
る
。
最
初

に
料
金
の
表
示
も
な
く
納

得
で
き
な
い
請
求
は
、
連

絡
を
せ
ず
に
様
子
を
見

る
。請

求
画
面
が
消
え
な
い

場
合
は
、
（
独
）
情
報
処

理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w
w
/ip
a
/g
o
/jp

/

）
を
参
考
に

架
空
請
求
対
策
（
東
京

都
）

h
ttp
s
:/
/
w
w

w
/s
h
o
u
h
is
e
ik
a
tu
.

m
e
tro
.to
k
y
o
.jp
/
t

o
rih
ik
i/
ta
is
a
k
u
/

板
橋
区
消
費
生
活
相
談

員

１
２
０
０
０
戸
の
こ

の
ま
ち
の
人
口
構
成
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
を
探

る
た
め
、
都
内
23
区
の

国
勢
調
査
区
（
小
学
校

区
）
単
位
で
の
人
口
構

成
図
（
ツ
リ
ガ
ネ
型
図
）

を
作
成
し
て
検
討
し
た
。

し
か
し
ど
の
型
で
あ
る

べ
き
か
、
な
か
な
か
難

し
く
、
最
終
的
に
は
地

元
区
の
人
口
構
成
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
、
居

住
者
の
構
成
が
一
定
の

階
層
に
偏
ら
な
い
、
健

全
な
地
域
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
、
単
身
用

か
ら
大
家
族
用
ま
で
の

賃
貸
・
分
譲
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
住
戸

形
式
の
計
画
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
家
族
構

成
や
住
ま
い
方
の
変
化
、

あ
る
い
は
多
様
化
す
る

居
住
者
の
好
み
に
そ
う

よ
う
１
Ｄ
Ｋ
〜
５
Ｌ
Ｄ

Ｋ
ま
で
の
様
々
な
タ
イ

プ
の
住
宅
を
計
画
す
る

と
と
も
に
、
こ
こ
で
は

新
た
に
プ
ラ
ン
が
選
べ

る
メ
ニ
ュ
ー
方
式
の
分

譲
住
宅
や
間
仕
切
可
変

の
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
賃

貸
住
宅
も
計
画
し
た
。

又
、
対
面
キ
ッ
チ
ン
、

掘
り
ご
た
つ
の
あ
る
住

宅
等
も
提
供
し
た
。
更

に
、
来
る
べ
き
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め

２
〜
３
世
代
住
宅
や
行

政
サ
イ
ド
と
の
提
携
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
関
係
住

宅
も
計
画
し
た
。

住
棟
計
画
で
は
、
一

つ
の
建
物
の
中
に
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
規

模
、
間
取
り
の
住
宅
プ

ラ
ン
を
組
み
込
ん
だ
り
、

建
物
入
口
や
玄
関
ま
わ

り
が
個
性
を
表
現
出
来

る
よ
う
工
夫
し
た
ほ
か
、

広
い
バ
ル
コ
ニ
ー
付
住

宅
や
屋
上
を
利
用
し
た

庭
付
き
住
宅
も
供
給
し

た
。
ま
た
、
高
層
住
宅

に
お
け
る
ピ
ロ
テ
ィ
部

分
や
屋
上
あ
る
い
は
中

間
階
を
利
用
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備

も
す
す
め
た
。

超
高
層
高
密
度
住
棟

の
当
時
の
先
進
的
海
外

事
例
と
し
て
、
香
港
の

華
富
団
地
（
バ
ス
の
よ

う
に
大
き
い
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
朝
か
ら
聞
こ
え

る
麻
雀
の
騒
音
）
や
米

国
シ
カ
ゴ
の
ジ
ョ
ン
ハ

ン
コ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
１
０
０
階
建
で
中
間
階

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
商
店
街
・
室
内
プ

ー
ル
等
が
あ
り
下
層
階

に
オ
フ
ィ
ス
、
46
階
以

上
に
７
５
０
戸
の
住
宅
）

等
の
現
地
調
査
を
行
い

色
々
学
ん
だ
が
日
本
で

は
日
本
人
の
生
活
に
合

う
も
の
が
必
要
な
こ
と

も
分
か
っ
た
。
そ
し
て

国
内
で
実
績
の
な
い
超

高
層
住
宅
に
つ
い
て
、

「
ゆ
れ
、
高
所
心
理
、
微

気
象
（
ビ
ル
風
）」
の
３

大
要
素
に
つ
い
て
当
時

建
設
中
で
あ
っ
た
東
京

九
段
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
（
23
階
建
）

の
現
場
を
借
り
て
実
証

実
験
等
行
い
デ
ー
タ
ー

集
め
か
ら
始
め
た
。

フ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

住
宅
を
高
密
度
下
で
実

現
す
る
検
討
案
の
一
つ

に
モ
デ
ル
と
し
て
、
巨

大
住
棟
そ
の
も
の
が
住

区
の
都
市
軸
住
棟
（
住

棟
住
区
）
案
が
鈴
木
成

文
・
岡
田
新
一
氏
か
ら

提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
は

６
０
０
０
戸
程
度
の
住

宅
や
保
育
所
、
集
会
所

等
の
施
設
を
一
棟
に
お

さ
め
た
住
棟
住
区
（
巨

大
住
棟
）
を
つ
く
る
も

の
で
、
住
棟
そ
の
も
の

が
小
さ
な
都
市
で
あ
り
、

大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
案
は
想

定
し
て
い
た
中
心
地
区

で
施
設
と
住
宅
を
分
離

す
る
と
い
う
変
更
等
で

実
現
し
な
か
っ
た
。

光
が
丘
で
特
筆
す
べ

き
一
つ
で
あ
る
様
々
な

住
宅
計
画
は
、
良
き
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
育
み
、

そ
こ
を
ふ
る
さ
と
と
し
、

そ
こ
で
育
っ
た
子
供
達

が
周
辺
に
住
み
、
内
外

の
人
の
交
流
等
で
好
循

環
社
会
を
形
成
す
る
こ

と
に
寄
与
し
て
い
る
と

聞
く
。
こ
れ
は
震
災
時

だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
を
楽
し
む
団
地
内
外

の
一
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
13
年
新
潟
県
生

ま
れ
　
神
奈
川
県
川
崎

市
在
住

-576-

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
⑥

光
が
丘
Ｐ
Ｔ
計
画
者
　

井
上
　
十
三
男

住
宅
計
画

フ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
計
画
と
は


